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〔(社)日本家政学会

戦前の女子大ヽ学昇玲運動と家政俘部設置をめぐる動き

　　　　　　　　　　　　お基の水^人家政〇谷口
　　　　　　　　　　　　東京寥政穿粧大　　　亀高
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　旧的わが目こおける家政漂い旁間として認T)ら柊にのじ1、第2交尺戦後の新制ズヽ宇じ

家従宇部が設置赳ぺに鴫である。この爵明け民主主義圈家への出発というわが国歴史上(A

一大卓准期であっに。いヽレ々弓丸？の設立･ 寥政学郎の程歪を求める動きは、m戦

前r於ﾏ、卑育､･ 余良の両々高師や目本々子大営校を中心と・る-t-了大席呼掃暴動として

みることができ石。今研呪は、それぞ杓フ)時代背景をふまえ、家政今戌立｡過程に関ｊる研

究(ﾌ)一環として-その頴稗とそ即爰O)展雨ついて史的考察を試みることを:目的とマる。

　方法文即決によ丿て､。戦前のヤ子大席設立･ 劾部剽帥W厘に圈てる着料、家政絞有・

祠究に関寸心資料を用い、昭和、政). 30手心こ吊冊t^れに寥政営原蕪の希書を参考卜しに。

　粕果%京そ高師に、明冷末期ヵヽら濫員養成の性格を持こ*-?大宇への昇格運動を展開

していく､が、大工瑚に入-､て湯原元一校長の吻ぺ(こ、考子大席じ鴇還々べさ噂政今節の営

的充実を図る積玲的う右動が見られμ。以､裸. 戦中の敢育零議会じ至るヨで、家従今節を々

了大芳じ設置しようと-^心機運は高1りをみせていく､が、戦局の勅七じより実現り１至ら

よカらU､、一方、目本-!r子匁営校でり、創設者成瀬仁蔵の苛了教奢思裾じ基ｙ家政俘郵

を中･奴-狐1 八女子人営躊穏を明らいにしていく､が、当時のか常令の下でに女了大営の冊

立一μ認められなわしμ。これらの女子大学昇疹運動の守で常心義諭でれてさ卜のit、分子

幻？μ時期筒早であ石という意見ヒとも卜家応？μ芳筒としての体系をとりうるのか、

家政吟は柿芳の考せ集めて官とし-ZC7)橋奥ヵ沁い、という哨動吠で乃っ穴。戦庸、この闇

題素、を解沢■ぺく､廣唱亡れにのが家攻俘瞰諭である。

A 3
　泉政学（.≪!肺的%鴎解像) I心｀？*「実賎性」― 「泉政俘/%諭町瓢」

り今a的課題一一
禰周守徹肴　平田　６

Ｕ閲題り吟孤と乞^解p＼〕「象政汚辱諭」｡あ､よが乞司「研究」･り歩みは、家政営り屋史

と一乙いr~あト既’りけり昼^ いぷ。研忿御公七ヵ年^教え、阿寛老ﾉﾄﾚ芋付的碓承が’

賞味しつつあ';、を祚なり今を屎様想び再& ．　一念,「家政零将東/^限゛秤J. It、「

象政号･･基礎的苓通好明としi. 偽　「’ぷ政慄厚諭」。/必參と室參柱は丈きく認io るが゛、「原

諭研乞現収^ 学問的太政粘性j りまt びレい純判i. ホしz いる。^た‾孝壽如同年記忿特

集象政誌( I1H VOし呪嵐ぷ）I* ,「コ/世紅衣政零ビロ。-･ 創出に」いする原綿の優務J- i j 八

う（RやリL iii I-、'-峰的末発備課顧の仔在-i φ示しC 尽か^) -z-いる。　筆者は家改今

原論呵たり-fe- 峰*ヽ（「構ぎ科」し7 いZ ､t-名手（意見叩陳h試みたど斧今報φ几無謀

･'^砧｡皿㈲柚ず）。数午s 蘇re今日、なあヽ問蝕視ざれ昏諸奥にっい･C i八毯り解決<? たIf)l'~.

「問題直視」り家零ダろノヽ「々賂町私」ゆ% ヒよツま政ゆ会毅り彗尤*<･''、柱散的、禁刊

的ヽ個別的方向に<^ ふ皇むりでヽit な<、溜W的、連携的、柏補的才向i. おめ、井直璋鮮成7

立"I Tt-あ（整備と^ の累積い'i-ヵり二とぺ･tl零柱i.,?,いむのt' 乃る。　々日、泉政学を

「駱験的奥旅升啄」とみるご｡と。官匈裁現的理解りヽ、ぽぼ苓湖ぎH^-い否。朗顧･札^ の

理解が’内暴的、本哺的、昌俸的r- 「芒瀞蜂」i得今-M. 5 *ヽ否か、家政孝＆レz り昔冴基本

視長& 叩^tに伍僅っ"り^" 保究I積φ"なさituiいくかS: かバ.. p.うう。　ここて･･ ４ 、そiv

らり緬臭へ９一つの解叩^.し-z. , 象政l: r-ゐ･･)■る「｀諭理φ生Aお「爽証咋」と「芙城｀峰」９

秤俘的位置♂<t ‘り明確化゛琳体位をヽ事例噴辨をia.し-ZL ・論弘明I- i;－゛片々多。


